











































































































































































フ 11人の構成である。参観当日（2015年 9月 8日）の参加状況は，スタッフ 4人に対して，前半に






































































































　⑷ 関口 久雄『メディアのブリコラージュ :つくる・遊ぶ・考える』冬弓舎，2008においても，同様の記述が
あり，ブリコラージュは多方面で行われていることがわかる。
　⑸ 必ずしも器用である必要はないとされる。
　⑹ レヴィ＝ストロース『野生の思考』大橋保夫訳，みすず書房，1989，22頁。
　⑺ 同上。
　⑻ 同上，23頁。
　⑼ 同上。
　⑽ 同上。
　⑾ 同上。
　⑿ 記号（シーニュ）は意味するものである能記（シニフィアン）と意味されるものである所記（シニフィエ）
から成る。例えば「海の文字」が能記，「その心象」が所記である。
　⒀ レヴィ＝ストロース『野生の思考』大橋保夫訳，みすず書房，1989，26頁。
　⒁ 同上。
　⒂ 日本児童美術研究会『図画工作 1・2下教師用指導書授業編』日本文教出版，2011年，127頁
 木片を，机や床の上に並べるという操作・行為を中心とした活動を展開する。友人と並べる中から違いや面
白さに気づき，自分の思いを確かめる。そのことによって表したいものが生まれてくるとしている。文教出
版社に電話して，教科書担当職員に取り次いでもらい，上記内容等がブリコラージュの概念に該当するのか
どうかを質問した。その結果，該当するとの回答を得た。担当職員は大学の先生とも合同で研修会を持って
おり，その機会にブリコラージュの知見を得たとのことである。
